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　９月６日未明、震度７という大きな地震

が北海道を襲いました。41人もの大切な命

を失い、住み慣れた故郷や家を失った方も

多い、大きな災害でした。

　全道が、電力供給がストップするブラッ

クアウトという聞き慣れない被害に直面

し、北海道電力をはじめ、行政、個人レベ

ルにわたる危機管理意識があらためて問い

直される機会になりました。

　自然災害大国日本の国土は全世界のたっ

た0.28％。この狭い国土に全世界で起こっ

たマグニチュード６以上の地震の20.5％が

集中し、被害金額の11.9％がわが国の金額

であると報告されています（国土技術研究

センター（JICE））。

　今回、１日半という短い停電生活の中で、

ひとの心遣いを感じたことがいくつもあり

ました。わが家では91歳の母を在宅介護し

ています。毎日朝７時にはヘルパーさんが

来てくれ、デイサービスへの送り迎え、夜

８時まで母の食事やその他の世話をしてく

ださる生活がもう10年以上も続いていま

す。この災害で、ヘルパーさんや介護サー

ビスの方たちが、停電や交通網の麻痺で通

常の仕事ができなくなりました。しかし、

ご自身も被災して大変な中、母の様子を見

に来てくれたり、普段あまり話したことの

ない近所の奥さんが安否を気遣い、訪ねて

来てくれたりしました。

　同じ町内には独居高齢者が何人もおり、

心細い時間を過ごされたことでしょう。10

年前に亡くなった父が災害時のためにまと

めていたカセットボンベのコンロ、ラジオ、

電池式のランタンを使いながら、災害時に

も機能する地域包括ケアシステムを築く必

要性を考えていました。メディアでは南海

トラフの確率上昇の危機が報じられていま

すが、全く予想していなかった今回の北海

道の地震が、全国誰もが遭遇するものであ

ることを示し、被災の視点に立った高齢者

ケアシステムが必須であろうと実感しまし

た。

　今年７月上旬、西日本を襲った平成30年７

月豪雨、その時の報道で踊ったのは「数十年

に一度」「これまで経験したことの無い」そ

して「想定外」という表現でした。同じよ

うな表現は実は過去に何度もあります。あ

の東日本大震災の時も、「想定外の震度」「100

年に一度の津波」そして「想定外の原発事故」、

国や東京電力は「想定外」という言葉で片

づけようとしたことは、皆さんにとっても

まだまだ記憶に新しいことだと思います。

　そもそも「想定外」と言い切れるものだ

ったのでしょうか。過去の事例を学び、詳

細な調査を行い、科学的根拠に基づき検証

し、普遍的な立場に基づいての想定づくり

がなされているでしょうか。過去の日本に

おける歴史上の出来事を考えてみても、権

力者の意向を汲んでの想定づくりがなされ

ていた時代もあります。ここで今一度、あ

のハインリッヒの法則（１件の大きな事故・

災害の裏には、29件の軽微な事故・災害、

そして300件のヒヤリ・ハットがあるとさ

れる。重大災害の防止のためには、ヒヤリ・

ハットの段階で対処していくことが必要で

ある）を思い起こしてみる必要があると思

います。

　料理人は、お客さんに出した料理のこと

でクレームが生じた時、「想定外」のこと

でと言うでしょうか。私たち医師も、患者

さんに予期せぬ臨床経過、事象が生じた時、

患者さん・家族に「想定外」と説明するで

しょうか。「想定内」の出来事として捉え、

責任を持ってありとあらゆる努力をするも

のです。

　国は国民の命を守る責務があると思いま

す。一方私たち医師も、一人一人の患者さ

んを通して国民の命を守っています。しか

し、ひとたび「想定外」の事案が生じた時

の対応には、大きな違いがあると言わざる

を得ません。勝ち誇ったように「想定内」

と言い、言い訳のように「想定外」と言う、

責任逃れの言い訳の言葉が蔓延る危機感を

感じています。
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想定外地域力が垣間見えた時


